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１． 事業名 

 

 

２． 主な活動 
 
・とび箱  ・なわとび ・一輪車 ・テニス  ・バスケット 
・マット運動 
 
 
３． 成果 

 
  子供の年齢、体力に応じた軽スポーツの指導・活動を通じ、楽しさと遊び心を第 
 
一に、一人ひとりが努力目標を立てて取り組むことができ、趣味と興味をもち同時に 
 
日々体力の向上も図ることができたと思われる。 
 
 
 
４．次年度以降の展望 

（今年度の取組の成果や課題を受けて、将来のビジョン、展開の方法など） 
 

 

軽スポーツ、遊びを通じての子どもの成長・体力向上は、毎年継続する中ではじめ 
 
て成果が表れてくるものと思われるので、今後も引き続き事業に取り組み、地域と連 
 
携した子どもの体力向上を図りたい。 
 
地域におけるボランティア指導員の確保も今後の課題である。 

 
 
 
５． 県への要望（この１年間で感じたことをこの機会に何でも！） 

 
  中長期的の上において、是非事業の継続をお願いしたい。 

 

 

 

 
 

地域と連携した子どもの体力向上支援事業 

平成 25 年度地域と連携した子どもの体力向上支援事業 

ふりかえりシート 

団体名（  種地区連合自治会     ）【 児 童 ・ 未就学児 】 



団体名（ 種地区連合自治会  ） 

   
 

テニス（サーブいくよ）                 とび箱（着地成功） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスケット（ナイスゴール）              マット運動（ぐる・ぐる） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一輪車（バランスどう）                  なわとび（二重跳びどうだ） 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

活動写真 


